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海上自衛隊護衛艦の入港・一般公開の拒否を

海上自衛隊の護衛艦「ゆうぎり」が、5月31日、名古屋港に

入港、6月1日に一般公開を行うことが明らかになり、日本共

産党市議団は5月24日、名古屋港管理組合に、自衛艦の入港を

拒否するよう申し入れを行いました。懇談のなかで名古屋港

は中国などの貿易が伸びていること、北朝鮮のミサイル騒ぎ

ではＰＡＣ３が民間チャーター船で輸送されたこと、守山の

陸上自衛隊が北海道での演習には民間船を活用していること

などが話題になりました。申し入れには、5人の市会議員全員

が参加しました。

自衛艦の入港を拒否するよう申し入れる、左か
ら山口清明、わしの恵子、岡田ゆき子、さはし
あこ、田口一登の各市議。後向きが港営部長。

あさぎり型護衛艦１５３「ゆうぎり」 現在、第3護衛隊群第7護衛隊

1987年9月21日進水

現在の母港は大湊

長さ137m 幅14.6m 喫水4.4m

基準排水量3,500トン

タービン４基２軸

馬力54,000PS 速力30ノット

定員220名

HSS-2B/SH-60Jヘリコプター 1

兵装

62口径76mm単装速射砲×1

Mk1520mmファランクスCIWS×2

ハープーン艦対艦ミサイル4連装発射筒×2

3型Aシースパロー艦対空ミサイル8連装発射機×1

74式アスロック8連装発射機×1

68式対潜短魚雷3連装発射管×2

海上自衛隊は5月31日から6月2日まで護衛艦「ゆう

ぎり（3,500ｔ）」を名古屋港に入港させ、6月1日に

は一般公開も行うことを発表した。

青森県の大湊港を母港とする「ゆうぎり」は昨年6

月にも名古屋港に入港している。名古屋港への軍艦入

港が毎年の慣例のように行われることは、商業港であ

る名古屋港の軍事利用につながるものであり、容認す

ることはできない。

また市民県民の憩いの場であるガーデンふ頭で軍艦

の一般公開を行うことは、憲法違反との指摘もある自

衛隊の広報活動に他ならず、市民に親しまれる港づく

りとは相いれない。

各国港湾の発展には平和な国際環境が欠かせない。

名古屋港の発展にとっては、とくにアジア諸国との平

和友好・経済交流の維持・発展が不可欠である。しか

し残念なことに、河村たかし名古屋市長の南京事件否

定発言により日本と中国、名古屋市と南京市の交流が

妨げられる異常な事態が続いている。私たちは過去の

侵略戦争と植民地支配がアジア諸国に多大な損害と苦

痛を与えた歴史を忘れてはならない。とりわけ港湾管

理者には国際的に通用するまともな歴史認識が必要と

されている。

北東アジアをはじめ、国際的にも軍事的緊張を高め

るような動きを止めさせてこそ、名古屋港は国際貿易

港として大いに発展することができる。日本はいまこ

そ日米軍事同盟から抜け出し、この地域の軍縮を先頭

に立って進めるべきである。毎年のように自衛隊の軍

艦を入港させることは名古屋港の発展にとってひとつ

もプラスにはならない。

よって以下の点を申し入れる。

1.海上自衛隊の護衛艦「ゆうぎり」の名古屋港入港を

拒否すること。

2.ガーデンふ頭での軍艦の一般公開を行わせないこと。

自衛隊への勧誘など乗組員の休養・補給以外の活動

に港湾施設を利用させないこと。

3.港湾管理者として日本国憲法を厳守し、とりわけ憲

法9条の不戦・平和の精神をあらゆる港湾行政に貫

くこと。

２０１２年５月２４日
名古屋港管理組合 管理者 大村 秀章 様

日本共産党名古屋市会議員団 団長 わしの恵子

海上自衛隊の護衛艦「ゆうぎり」名古屋港入港に関する申し入れ

日本共産党市議団が名古屋港管理組合に申し入れ（5月25日）


